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冬
季
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

冬
季
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

寒
い
冬
こ
そ 

　

ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り

　
　

お
き
た
ま
で
・
・
・
。

〜
あ
っ
た
か
い
冬
の
お
き
た
ま
を
め
ぐ
る
旅
〜

　

置
賜
３
市
５
町
が
連
携
し
て
12
月
か
ら
３
か
月
間
、
置
賜
な
ら
で
は
の

冬
の
グ
ル
メ
・
温
泉
・
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
。

　

冬
季
の
観
光
誘
客
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
す
る
置

賜
管
内
の
酒
蔵
お
よ
び
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
２
か
所
以
上
見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ

５
０
０
円
以
上
の
商
品
を
お
買
い
上

げ
い
た
だ
き
ス
タ
ン
プ
を
押
印
の
う

え
ご
応
募
い
た
だ
く
と
、
抽
選
で
地

元
の
日
本
酒
・
ワ
イ
ン
・
食
事
券
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

▼
期
間
／
１
月
４
日
㈯
〜２

月
28
日
㈮

　

提
供
店
は
「
冬
の
あ
っ
た
回
廊
」

の
黄
色
い
の
ぼ
り
が
目
印
。

　

ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
を
お
召
し
上
が

り
の
方
に
、
温
泉
の
あ
る
駅
太
陽
館

の
「
入
浴
１
０
０
円
割
引
券
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
！

▼
期
間
／
２
月
28
日
㈮
ま
で

▼
提
供
店
／
高
砂
屋
珈
琲
店
・
よ
ね

　

お
り
か
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
・
た
か

　

は
た
家

　

高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
館
内
を
通
路

い
っ
ぱ
い
に
彩
ら
れ
る
啓
翁
桜
回

廊
。
ひ
と
足
早
い
春
の
訪
れ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
１
月
中
旬
〜２

月
中
旬
予
定

　

高
畠
駅
前
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
13

回
目
の
「
冬
の
お
花
見
」
を
開
催
し

ま
す
。
真
っ
白
い
雪
の
中
に
、
こ
も

で
飾
ら
れ
た
大
輪
の
ぼ
た
ん
を
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
２
月
８
日
㈯
〜
11
日
㈫

山
形
お
き
た
ま　

冬
の
あ
っ
た
回
廊

か
い

お
き
た
ま
酒
蔵
・
ワ
イ
ナ
リ
ー

お
き
た
ま
酒
蔵
・
ワ
イ
ナ
リ
ー

　
　
　

め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　
　

め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
で
あ
っ
た
か
！

ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
で
あ
っ
た
か
！

温
泉
で
あ
っ
た
か
！

温
泉
で
あ
っ
た
か
！

高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー

冬
の
啓
翁
桜
回
廊

ま
ほ
ろ
ば
冬
咲
き
ぼ
た
ん
ま
つ
り

ま
ほ
ろ
ば
冬
咲
き
ぼ
た
ん
ま
つ
り

▼
問
合
せ
先
／

　

高
畠
町
観
光
協
会　

☎
57
３
８
４
４

　

山
形
お
き
た
ま
観
光
協
議
会
事
務
局

　

（
置
賜
総
合
支
庁
観
光
振
興
室
内
）

☎
26
６
０
４
６

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド

認
証
商
品
募
集

認
証
商
品
募
集

「
食
の
感
性
」に
あ
ふ
れ
た
自
慢
の
商
品
を
ご
出
品
く
だ
さ
い

「
食
の
感
性
」に
あ
ふ
れ
た
自
慢
の
商
品
を
ご
出
品
く
だ
さ
い

◆
募
集
要
件　

　

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
の
６
つ
の
お

約
束
が
守
ら
れ
る
こ
と
。　

①
町
内
で
製
造
さ
れ
る『
加
工
食
品
』

　

で
あ
る
こ
と
。

②
「
お
い
し
さ
」「
こ
だ
わ
り
」「
デ
ザ

　

イ
ン
性
」「
市
場
性
」か
ら
み
て
消

　

費
者
に
対
し
て
感
動
や
共
感
を
あ

　

た
え
る
食
の
要
素
が
あ
る
こ
と
。

③
法
令
を
順
守
し
て
い
る
こ
と
。

④
環
境
に
配
慮
し
た
製
造
・
生
産
を

　

行
い
、
商
品
や
食
品
容
器
の
素
材

　

も
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
生
産
者
情
報
を
公
開
で
き
る
仕
組

　

み
が
あ
る
こ
と
。

⑥
苦
情
等
に
つ
い
て
、
誠
意
あ
る
迅

　

速
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
。

◆
応
募
に
つ
い
て

　

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
要
綱
を

確
認
の
う
え
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
会
は
平
成
26
年
２
月
中
に
開

催
予
定
で
す
。

※
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
要
綱
お

よ
び
申
請
書
の
入
手
方
法
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
い
た
だ
く
か
、
た
か
は
た
ブ
ラ

ン
ド
事
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先
／
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド

　

事
務
局　

町
産
業
経
済
課
観
光
交

　

流
係　
　
　
　
　

☎
52
４
４
８
２

　

現
在
、
左
記
の
要
件
を
満
た
す
26
の
商
品
を
「
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
」

に
認
証
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自
慢
の
商
品
を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

高
畠
駅
内
太
陽
館
売
店
に
お
い
て
ギ
フ
ト
申
込
受
付
中
！

高
畠
駅
内
太
陽
館
売
店
に
お
い
て
ギ
フ
ト
申
込
受
付
中
！

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
商
品

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
商
品

᷷
好
き
な
も
の
詰
合
せ
᷸
ギ
フ
ト

᷷
好
き
な
も
の
詰
合
せ
᷸
ギ
フ
ト

１月10日㈰まで
セール中

　

お
歳
暮
や
ご
年
始
に
「
た
か
は
た

ブ
ラ
ン
ド
認
証
商
品
」
の
詰
め
合
わ

せ
ギ
フ
ト
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
観
光
協
会　

☎
57
４
１
７
７

　第３回高畠町人・農地プラン検討会（平成25年11月５日）において審査、検討され13件のプランが決定しました。

地区名 集落名
中心となる
経 営 体 数 
 ※１

連携する
農 業 者
※２

その他の
農 業 者 
※３

合　計 今後の地域農業のあり方　※４

高畠 北目 2 6 7 15
・伝統行事、栽培技術研修など仲間との繋がりを大切にしている。
・用排水路の管理については、生産組合を中心に草刈りなどを行い環境整備に努めている。
・区画整理や用水路整備が必要があり、中間管理機構などの事業を活用し整備していきたい。

高畠 塩森 2 1 7 10
・「りんごの里」としての高品質生産と複合経営を継続させたい。経営継承や有害鳥獣対策
に取り組んでいきたい。

・耕作放棄地を生まないように圃場整備による耕作条件を整えたい。
・従来同様に近隣の集落と連携し、プランについても連携を図っていきたい。

高畠 飯森 3 4 14 21
・地域住民と連携を図り、中心経営体の確保・育成が必要である。
・水利管理や環境整備は、入作者と共同で取組んでいる。
・集落の繋がりを深めるための伝統行事や地場産そばを継承していく。

高畠 高安 10 2 15 27

・生産組合員が中心となり草刈り及び防除等の管理作業を継続する。
・今後経営転換やリタイヤする農業者の農地について、近隣集落と連携し、規模拡大を目
   指す中心経営体へ集積を進めていく。
・農産物（ぶどう）を全国にＰＲしている。今後も、各種イベントに積極的に参加し地域
とのつながりを大事にしていく。

屋代 山越 4 2 3 9

・「水稲＋園芸」の営農形態を維持していく。
・個人及び法人経営連携が図られており、法人や若手後継者に農地集積を進め、耕作放棄
地をを生み出さない。

・多様な経営展開が期待され、近隣集落の人・農地プランとの統合などを進め、メリット
が最大限活かされるように取り組みを進めていく。

屋代 屋代
山崎 2 0 3 5

・水稲主体の営農形態を維持していく。特別栽培米生産による高付加価値化など有利販売
の取り組みを推進していく。

・リタイアする農業者が生じた場合には、集落内外の中心経営体と連携して遊休農地を生
み出さない。

・集落内の結びつきは深く、非農家も含めて水利管理等の活動を維持していく。

亀岡 亀岡
二 6 0 5 11

・「水稲」＋「果樹（ブドウ）」の営農形態を継続していく。有利販売に取り組んでいるこ
とが特徴である。

・中心経営体は積極的な経営展開を計画しており期待がもてる。
・経営転換する農業者が生じた場合には、集落内を基本として近隣集落の中心経営体とも
連携して農地集積を検討していく。

・順調に世代交代が進んでいる。

亀岡 入生田
南 3 0 6 9

・耕作放棄地が発生しないよう保全管理活動を継続し、受け継いだ自然や農地を守っていく。
・特別栽培、有機栽培などに取組み、付加価値を高め有利販売に繋げていく。
・集落内の耕畜の連携により、地域資源を活かした循環型農業を推進していきたい。

和田 下和田
北 5 2 9 16

・中心経営体は高付加価値に取り組んでおり、引き続き継続し有利販売に繋げていく。
・農地集積による低コスト化に取り組むとともに、人手不足を解消するためにも今後はリ
タイヤする農業者も参加する仕組みを構築したい。

・近隣集落との連携を図り臨機応変にプランの見直しを図っていく。

和田 下和田
12 7 3 8 18

・多様な作目と水稲の組合せによる複合経営を維持していく。
・多様な経営展開を図る経営体や後継者が存在する経営体が複数あることから、今後の地
域農業の発展に期待がもてる。

・他の集落も含めて水系ごとの管理を続けていく。
・遊休農地を増やさないよう、近隣集落とも連携して農地としての活用を図っていく。

糠野目 共栄 1 0 3 4
・水稲を中心に、複合経営に取組んでいる。不作付地増加につながらないよう取り組む。
・近隣集落と連携し、規模拡大を目指す中心経営体に農地集積を進めていくよう調整する。
・農地中間管理機構の活用も視野に入れ、耕作条件を整えて担い手へ集積していきたい。

糠野目 西町 1 0 5 6
・稲作と畜産との複合経営を維持していく。
・基盤整備未整備もあり、耕作放棄地の防止や農地集積を進めるためにも農地中間管理機
構の活用などによる基盤整備を強く望む。

・担い手の確保・育成が重要な課題となっている。

糠野目 石岡 4 1 6 11

・水稲主体の経営形態を維持していく。
・規模拡大を標榜する中心経営体がいるため、リタイアする農業者の農地については多集
落と連携し農地集積を進めていく。

・大区画整理による耕作条件整備は不可欠であり、農地中間管理機構の具体化を注視しつ
つ活用を模索していく。

【決定された人・農地プランの概要】 決定日／平成25年11月６日

※１　将来とも集落や地域で中心となり農業を行う担い手
※２　経営転換、リタイヤする農業者
※３　兼業や自給的農業の経営体
※４　一部省略して掲載しております

▲▲

 問合せ先／  問合せ先／ 
　産業経済課産業政策係　☎（52）１８２７　産業経済課産業政策係　☎（52）１８２７

☆ホームページでもご覧いただけます。☆ホームページでもご覧いただけます。
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秋
晴
れ
や
老ち

ち父
と
二
人
で
散
歩
す
る

　

思
い
出
話
尽
き
る
こ
と
な
く

深　

沼　

佐
藤　

順

菩
提
寺
の
睡す
い
れ
ん蓮
の
咲
く
清
水
池

　

青
鷺
つ
い
ば
む
飼
育
の
金
魚
を

日　

向　

寒
河
江
孝
一

夜
ふ
け
ま
で
我
が
三
姉
妹
は
久
々
に

　

亡
き
父
母
語
り
涙
と
笑
ひ

根　

岸　

金
子
協
子

苔
の
む
す
石
段
上
り
し
早
朝
の

　

お
墓
の
前
に
羚か

も
し
か羊
お
わ
す

高　

畠　

後
藤
瑩
子

み
ち
の
く
に
一
番
長
き
山や

ま脈
あ
り
て

　

大
地
潤
し
人
あ
た
た
か
き

入
生
田　

栗
田
憲
夫

参
院
選
各
陣
営
の
選
挙
カ
ー

　

鶯
う
ぐ
い
すじ
ょ
う
の
声
と
を
り
す
ぐ

石　

岡　

安
部　

富

名
月
の
月
夜
を
仰
ぐ
異
国
よ
り

　

故ふ
る
さ
と郷
想
う
南
の
小
島

夏　

茂　

小
浅　

昭

畑
に
雨
浴
し
と
思
え
ど
逸そ

れ
て
行
く

　

テ
レ
ビ
に
映
る
大
雨
の
地
や

二
井
宿　

勿

忘

草

朝
晩
の
暖
房
開
始
の
我
身
に
は

　

的
を
得
し
如
冬
真
し
ぐ
ら

一
本
柳　

丸
山
俊
子

空
高
く
鶴
ヶ
城
内
さ
ん
さ
く
す

　

飯
森
山
に
剣
舞
見
守
む
る

馬　

頭　

我
妻
卯
吉

夫つ
ま
は
逝
き
コ
ス
モ
ス
咲
け
ど
晴
れ
や
ら
ぬ

　

う
つ
ろ
日
に
射
す
曾
孫
の
明
り

福　

沢　

佐
藤
津
多

巡
り
逢
う
こ
の
世
に
生あ

れ
し
喜
び
を

　

幸
せ
祈
ら
ん
今
宵
の
祝う

た
げ宴

福　

沢　

山
村
和
子

三
陸
の
道
を
走
り
て
復
興
の

　

声
聞
け
ど
も
形
見
も
せ
じ

相　

森　

太
田
邦
夫

ス
ポ
ー
ツ
で
体
鍛
え
て
い
し
な
れ
ど

　

農
労
働
は
厳
し
き
も
の
よ

柏
木
目　

中
村
康
子

い
つ
の
間
に
孫
詠
む
歌
に
感
動
し

　

も
が
き
な
が
ら
の
成
長
を
見
る

亀　

岡　

大
槻
京
子

草
笛
を
吹
き
幼
き
日
歩
き
た
る

　

あ
の
土
手
の
上
思
ひ
出
な
つ
か
し

糠
野
目　

有
路
シ
ズ
ヨ

生
き
長
る
命
の
糧か
て

は
短う

た歌
詠
み
と

　

呟
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
日
夜
励
み
ぬ

選
者
吟　

中
川
寛
二

年
月
を
重
ね
て
わ
か
る
親
心

　

我
も
い
つ
の
間
歳
近
づ
き
ぬ

筋　
　

佐
藤
ナ
ヲ
子

被
災
地
は
一
瞬
に
し
て
時
止
ま
り

　

復
興
願
い
我
み
や
げ
買
う

弥
生
町　

太
田
京
子

添
い
遂
げ
し
六
十
余
年
の
夫つ

ま

は
現

　

黒
枠
の
中
微
笑
み
か
け
る

福　

沢　

佐
藤
津
多

精
米
機
の
広
き
口
よ
り
吐
き
出
ず
る

　

新
米
艶
つ
や
香
り
て
温
し

糠
野
目　

中
野　

博

母
の
乗
る
車
椅
子
押
し
沈
み
ゆ
く

　

太
陽
の
方
へ
ゆ
っ
く
り
歩
む

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

朝
ま
だ
き
何い

ず
こ処
に
熊
が
襲
い
し
か

　

し
じ
ま
を
破
る
銃
音
怖
し

上
和
田　

大
浦
秀
一

羽
ひ
ろ
げ
外
壁
に
ピ
タ
リ
と
整
列
し

　

日
だ
ま
り
を
背
に
ト
ン
ボ
群
れ
を
り

亀　

岡　

齋
藤
ユ
リ
子

夏
草
の
枯
る
る
最
中
に
秋
の
風

　

つ
る
べ
お
と
し
に
陽
は
沈
み
行
く

福　

沢　

山
中
よ
し

秋
晴
れ
の
下も

と

で
楽
し
む
収
穫
の

　

祭
り
た
け
な
わ
笑
顔
か
み
し
む

石　

岡　

川
井
み
よ

鈴
沼
ゆ
登
り
来
た
り
し
文
殊
山

　

細
密
画
の
ご
と
我
が
里
の
見
ゆ

三
条
目　

和
田
彰
造

中
川

寛
二

か
も
鹿
の
突
如
あ
わ
は
る
草
紅
葉

上
和
田　

鏡
た
か
子

立
冬
や
雲
の
流
れ
の
早
き
こ
と

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

葉
摘
み
せ
し
り
ん
ご
朝
日
に
輝
い
て

石　

岡　

川
井
み
よ

打
ち
上
げ
て
花
火
の
下
の
最
上
川

糠
野
目　

中
野　

博

戻
れ
な
い
故
郷
恋
し
韮に
ら

の
花

福　

沢　

山
村
和
子

口
に
袖
あ
て
て
行
く
人
冬
近
し

深　

沼　

寒
河
江
孝
子

飛
行
雲
三
筋
崩
れ
て
天
高
し

旭　

町　

川
村
祐
一

台
風
は
一
気
に
山
を
彩
り
て

上
和
田　

大
浦
秀
一

初
冬
の
水
面
に
鯉
の
一
つ
跳
ね

大
町
三　

大
塚
喜
久
能

ふ
と
目
覚
め
我
れ
一
人
見
る
十
三
夜

相　

森　

山
口
泰
子

一
本
の
稲は

ぎ架
も
な
い
田
を
見
は
る
か
す

飯　

森　

皆
川
京
子

秋
涼
し
コ
ー
ヒ
ー
の
香
の
際
立
ち
て

福　

沢　

山
中
よ
し

ど
ん
ぐ
り
に
小
さ
き
悩
み
語
り
け
り

一
本
柳　

中
手
保
子

吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅
楚
々
と
脇
役
つ
と
め
け
り

一
本
柳　

佐
藤
幸
子

犬
ほ
え
て
来
客
知
ら
す
秋
日
和

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ

秋
の
暮
ひ
と
り
に
な
れ
ば
涙
出
て

深　

沼　

佐
藤　

順

夕
立
や
傘
を
す
ぼ
め
て
雨
宿
り

上
和
田　

佐
藤
律
子

月
見
草
群
生
照
ら
す
月
あ
か
り

二
井
宿　

御
田
俊
坊

人
恋
ふ
て
肩
を
離
れ
ぬ
赤
と
ん
ぼ

下
和
田　

菊
地
み
ゑ
子

軒
先
に
か
ら
ま
る
冬
の
蜘
蛛
の
糸

下
和
田　

髙
橋
一
子

晩
秋
や
炉
に
ご
つ
い
手
の
亡ち

ち父
が
居
て

竹　

森　

阿
部
と
よ

白
鳥
の
声
聞
き
な
が
ら
露
天
風
呂

上
和
田　

佐
藤
正
一

草
む
ら
に
温
も
り
だ
き
て
秋
の
蝶

竹　

森　

齋
藤
玲
子

秋
深
く
日
増
し
に
濃
く
な
る
柿
の
い
ろ

一
本
柳　

枯

柳

山

実
り
あ
る
世
代
を
つ
な
ぐ
秋
の
色

亀　

岡　

大
槻
京
子

盆
間
近
ご
先
祖
迎
え
に
夫つ
ま

逝
き
ぬ

福　

沢　

佐
藤
津
多

雨
降
ら
ず
高
畠
松
茸
ど
こ
か
し
こ

相　

森　

太
田
邦
夫

夏
が
過
ぎ
浜
辺
の
二
人
幸
実
る

夏　

茂　

小
浅　

昭

冬
近
し
夫
婦
雀
の
思
案
顔

弥
生
町　

皆
川
ゆ
た
か

気
に
し
な
い
し
み
し
わ
た
る
み
年
だ
も
の

糠
野
目　

有
路
シ
ズ
ヨ

鴨
の
陣
湖
心
へ
向
ひ
は
じ
め
け
り

選
者
詠　

荒
井
俊
二

【作品の次回〆切り日】
▶俳句・短歌／平成26年１月31日㈮まで

▶詩・川柳／平成26年１月６日㈪まで
（詩・川柳の〆切り日を訂正いたします）

荒
井
俊
二

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。

子育て通信子育て通信
高畠町子育て支援センター高畠町子育て支援センター

▼
問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
51
０
３
５
０

〜
み
ん
な
で

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う 

〜

今
年
も
残
り
１
か
月
、

町
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
が
流
れ
、
か
わ
い
い

サ
ン
タ
さ
ん
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
も
並
ん
で
い
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
な
ん

だ
か
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
す

る
12
月
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で

も
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
は
、

お
子
さ
ん
と
少
し
の
時
間
離
れ

て
、
自
分
だ
け
の
時
間
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
毎
日
、
家
事
に

育
児
に
頑
張
っ
て
い
る
自
分
へ

の
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
あ
っ
た
か
い
飲
み
物
と

お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
歌
や
踊

り
な
ど
み
な
さ
ん
の
得
意
な
こ
と

を
ご
披
露
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で

盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
今
年
も

サ
ン
タ
さ
ん
、
来
て
く
れ
る
か

な
？
お
楽
し
み
に
・
・
・
。
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
ま
〜
す
。

▶昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
、
す
て
き

で
し
ょ
♡
」

〇
12
月
の
育
児
講
座　

〝
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
〞　

手
作
り
リ
ー
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス
を

ア
レ
ン
ジ
し
ょ
う
！

▼
期
日
／
12
月
17
日
㈫

▼
時
間
／
９
時
40
分
〜
11
時
20
分

▼
講
師
／
花
の
か
め
や

髙
橋　

い
づ
み　

氏

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　

託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
合

　

せ
く
だ
さ
い
。

金
かねこ

子 沙
さ き

葵 ちゃん
平成24年12月14日生（一本柳）
私、美人でしょ？私、美人でしょ？

未
来
っ
子
登
場

未
来
っ
子
登
場

髙
たかなし

梨 滉
こう た

太 くん
平成24年12月14日生（荒町一）
よく笑い、よく食べます☆よく笑い、よく食べます☆

Children

　

平
成
平
成
2424
年年
1212
月
生
ま
れ

月
生
ま
れ

鈴
すずき

木 愛
の あ

花 ちゃん
平成24年12月８日生（下和田北）
ごはん大好き !! お兄ちゃんごはん大好き !! お兄ちゃん
より食べちゃうぞより食べちゃうぞ♥♥

　平成26年１月号に掲載する
のは、平成25年１月中に生ま
れた町内在住のお子さんです。
♪申込締切／ 12月10日㈫
♪申込先／町企画財政課
　　　　　広聴広報係
　　　　　☎52４４７６
♪申込書がございますので、
　写真を持参のうえ町企画財
　政課までお越しください。
　現像済み写真・データ共に
　可能です。青

せいの

野 蒼
あお い

生 くん
平成24年12月18日生（馬頭西）
お姉ちゃん達、大好き♡お姉ちゃん達、大好き♡

加
か ち

地 優
ゆう き

姫 ちゃん
平成24年12月16日生（北目）
我が家のお姫さま♥我が家のお姫さま♥

満１歳になる
お子さんを募集します

〇
12
月
の
み
ん
な
の
広
場　

〝
お
た
の
し
み
ク
リ
ス
マ
ス
会
〞

　

み
ん
な
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
し
ま
し
ょ
う
！

▼
期
日
／
12
月
18
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
〜
11
時
30
分

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
楽
し
い
出
し
物
を
披
露
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

手
品
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
合
奏
・

読
み
聞
か
せ
・
人
形
劇
な
ど
な
ど

…
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
ご
家

族
で
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
方
を
大

募
集
し
て
い
ま
す
。



3     2013.12   3

ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ

3     2013.12   3

ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ

19 18

高 畠文化を発信！まほろばの里®芸能祭
　まほろばの里®芸能祭最初の安久津八幡神社文化財
スペシャルライブは、10月26日㈯、台風の影響によ
り会場を町営体育館に変更し開催され、安久津八幡神
社に伝わる「延

えんねん

年の舞
まい

」や「倭
やまとまい

舞」、「田
たうえまい

植舞」公演後、
オカリナ奏者の宗次郎さんのコンサート、落語家春風
亭小朝さんの落語が披露されました。
　また、11月19日㈫にはフリーキャスターの小宮悦子
さんを司会に「延年の舞競演」が文化ホールまほらで
開催され、安久津八幡神社の「延年の舞」や鶴岡市の
「高

たかでら

寺八
はっこう

講」、富山県南
な ん と し

砺市の「五
ご か や ま

箇山のこきりこ踊
り」、三味線プレーヤー上妻宏光さんの津軽三味線独
奏、歌舞伎俳優市川海老蔵さんによる延年の舞が披露
されました。
　満員となった各会場の参加者は、それぞれの伝統芸
能、文化に触れ大変感動していました。

高畠石の歴史と暮らしを学ぶ
　江戸時代から数百年に渡る高畠石採掘の歴史と切り
出す職人の伝統の技を学ぶ「たかはた石

いしく

工サミット」が
10月27日㈰、瓜割石庭公園にて開催され東北芸術工科
大学生による調査研究発表などが行われました。
　調査研究は芸術工科大学文化財保存修復研究セン
ター・町教育委員会・高畠石の会の連携によるもので、
2011年から今年まで2,962もの高畠石を調査した成果
が発表されました。

心はコロコロとかわります
　11月10日㈰、ＪＡ山形おきたまハピネスを会場に
人権啓発講演会が開催されました。
　講師には京都から僧侶でアナウンサーの川

かわむらみょうけい

村妙慶さ
んをお迎えし、「あなたはあなたのままで　こころの
荷物を下ろす知恵」と題して、心の問題や悩みについ
て身内の方や自分の辛い体験から講演され、約300人
の参加者は、もう一度自分の心を見つめなおすきっか
けとなっていました。

おめでとうございます

　10月27日㈰、第52回全日本50Km競歩高畠大会が開
催されました。一般男子50Km競歩は、アジア競技大
会の日本代表選手選考も兼ねた重要な大会となってい
ます。
　大会は、一般男子50Km競歩、一般男子20Km競歩、
一般女子20Km競歩、一般女子10Km競歩、高校男子
10Km競歩、高校女子５Km競歩、中学男子３Km競歩、
中学女子３Km競歩の８種目に約230人の選手が参加
して健脚を競いました。

健脚を競う！競歩大会

　30年の長きにわたり校長をはじめ教員として
義務教育の振興発展に尽力され、子どもたちの健
全育成と教育環境の整備などに積極的に取り組ん
だ功績が認められたものです。

横尾博業さん（下町）

　昭和40年より統計調査に従事され、以後48年の
長きにわたり通算89回の各種統計調査に町統計調
査員として尽力され、地方自治の振興発展に貢献
した功績が認められたものです。

濱田幸助さん（東本町）

高齢者叙勲  瑞宝双光章

秋の叙勲   瑞宝単光章

10/26　春風亭小朝（落語）10/26　春風亭小朝（落語）

10/26　宗次郎（オカリナ）10/26　宗次郎（オカリナ）

11/19　五箇山のこきりこ踊り（南砺市）11/19　五箇山のこきりこ踊り（南砺市） 11/19　上妻宏光（三味線）11/19　上妻宏光（三味線）

11/19　安久津八幡神社　太平楽11/19　安久津八幡神社　太平楽

10/26　安久津八幡神社　田植舞10/26　安久津八幡神社　田植舞

10/26　会場（体育館）10/26　会場（体育館）

10/26　安久津八幡神社　延年の舞10/26　安久津八幡神社　延年の舞10/26　安久津八幡神社　倭舞10/26　安久津八幡神社　倭舞

11/19　高寺八講（鶴岡市）11/19　高寺八講（鶴岡市）

11/19　安久津八幡神社　振鉾式11/19　安久津八幡神社　振鉾式
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医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
病
気

の
治
療
に
高
度
な
医
療
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に

医
療
費
の
負
担
増
も
伴
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
高
畠
町
国
民

健
康
保
険
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
一
人
一
人

の
医
療
費
が
増
加
す
れ
ば
、
国
保
税

率
の
上
昇
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

医
療
や
健
康
に
つ
い
て
し
っ
か
り

考
え
、
医
療
費
適
正
化
の
推
進
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
総
医
療
費
は
21
億

９
、
９
０
５
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
１
億
２
、
２
５
７
万
円
（
５
・

９
％
）
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
も

３
３
４
、
７
１
０
円
と
前
年
度
よ
り

２
４
、
６
９
６
円
（
８
・
０
％
）
多

く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

※
平
成
24
年
度
の
被
保
険
者
数
は
、

６
、
５
７
０
人
と
、
前
年
度
に
比

べ
１
２
８
人
（
１
・
９
％
）
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
近
年
は
被
保
険

者
数
が
年
々
減
少
す
る
一
方
で
１

人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
す
る

と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

①
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
な
ど
を
受

け
、
病
気
の
予
防
と
早
期
治
療
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

②「
か
か
り
つ
け
医
」を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ

け
医
」
を
持
ち
、
病
気
が
悪
化
す
る

前
に
早
め
の
受
診
を
こ
こ
ろ
が
け
ま

し
ょ
う
。

③
重
複
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を
増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ

り
、
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

④
病
気
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
努

　

め
ま
し
ょ
う

　

毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、

「
健
康
の
３
原
則
」
で
あ
る
運
動
・

栄
養
・
休
養
に
努
め
、
し
っ
か
り
と

自
己
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

　

薬
品
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

後
発
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬
品
と

同
等
の
効
能
効
果
を
持
つ
医
薬
品

で
、
費
用
が
先
発
医
薬
品
よ
り
安
く

す
み
ま
す
。
後
発
医
薬
品
の
利
用
に

つ
い
て
も
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
町
民
課
で
は
保
険
証
や
お
薬
手
帳

　

に
貼
付
す
る
こ
と
が
で
き
る　

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー

　

ル
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
シ
ー

　

ル
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
課
窓

　

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
町
民
課
医
療
給
付

　

係　
　
　
　
　
　

☎
52
１
３
２
７

高
畠
町
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
等
の
状
況
に
つ
い
て

高
畠
町
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
等
の
状
況
に
つ
い
て

▼
日
時
／
12
月
12
日
㈭
15
時
〜
17
時

▼
場
所
／
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
た
か

　

は
た
支
店　

ハ
ピ
ネ
ス

▼
テ
ー
マ
／「
農
地
の
中
間
的
受
け

　

皿（
農
地
中
間
管
理
機
構
・
仮
称
）」

　

を
実
行
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

　

必
要
な
こ
と

▼
内
容
／
①
基
調
講
演
「
農
地
中
間

管
理
機
構
（
仮
称
）」
に
つ
い
て

　

農
林
水
産
省
東
北
農
政
局

　
　

農
地
政
策
推
進
課

　
　
　

訟
務
官　

高
橋
一
彦　

氏

②
出
席
団
体
か
ら
の
意
見
・
質
問
等

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
、
米
沢
平
野

土
地
改
良
区
、
高
畠
町
産
業
経
済

課
、
高
畠
町
農
業
委
員
会
、
公
益

財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
、
山
形
県
農
業
会
議
、
山

形
県
置
賜
総
合
支
庁
農
業
振
興
課

の
順
で
意
見
・
質
問
を
述
べ
、
講

師
か
ら
の
回
答

③
一
般
参
加
者
か
ら
の
意
見
・
質

問
に
講
師
等
か
ら
回
答

▼
参
加
対
象
者
／
農
業
者
・
行
政
・

　

農
業
団
体
等
・
消
費
者
等

▼
主
催
／
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換

　

会
実
行
委
員
会

▼
問
合
せ
先
／
町
農
業
委
員
会
事
務

　

局　

☎
52
４
４
７
９

テ
ー
マ

テ
ー
マ

　

「
農
地
中
間
管
理
機
構（
仮
称
）」

　

「
農
地
中
間
管
理
機
構（
仮
称
）」

農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会

医
療
費
の
節
約
ポ
イ
ン
ト

医
療
費
の
節
約
ポ
イ
ン
ト

往　　路

米沢駅前 市立
病院前 三軒屋 糠野目 高畠

四中前
糠野目
学校前

6：47 6：51 7：17 7：21 7：22 7：24
17：12 17：16 17：42 17：48 17：49 17：51

復　　路
高畠
四中前

糠野目
学校前 糠野目 三軒屋 市立

病院前 米沢駅前

7：38 7：40 7：41 7：44 8：06 8：14
18：08 18：10 18：11 18：14 18：36 18：44

■路線バス（山交バス）時刻表【米沢～糠野目　平成25年12月～平成26年３月】

 
 

 
  

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す
の
で
、
役
場
町
民
課
に
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

届出が必要なとき 手続きに必要なもの

20歳になったとき
（厚生年金・共済組合に加入してい
る方は手続不要です）

○国民年金被保険者資格取得届（ハガキ）※1

○印鑑
○学生証または在学証明書
　（学生納付特例申請をする場合）

会社員や公務員が退職したとき※2

○退職日のわかる書類
　（健康保険等資格喪失連絡票、離職票など）
○印鑑
○年金手帳

配偶者が退職したとき、配偶者の扶
養でなくなったとき※2

○扶養からはずれた日がわかる書類
○印鑑
○年金手帳

※1　国民年金被保険者資格取得届（ハガキ）は20歳の誕生日の前月に日本年金機構から住所地へ郵送されます。
※2　国民健康保険への加入と同時に手続きすることができます。

手続きを忘れると、将来年金が受けられなくなる場合が手続きを忘れると、将来年金が受けられなくなる場合が

ありますので、手続きを忘れないようにしましょう。ありますので、手続きを忘れないようにしましょう。

【
保
険
料
額
】

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
定

額
制
で
月
額
１
５
、
０
４
０
円
で
す

(

平
成
25
年
度)

。
ま
た
、
よ
り
高

い
年
金
を
将
来
受
け
た
い
方
は
、
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
希
望

に
よ
り
追
加
し
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
保
険
料
の
前
納
】

　

国
民
年
金
保
険
料
を
１
年
分
や
半

年
分
を
ま
と
め
て
払
っ
た
り
（
前

納
）
、
指
定
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
（
口
座
振
替
）
に
す
る
と
、
納
め

忘
れ
る
こ
と
も
な
く
、
保
険
料
の
割

国民年金の被保険者は３種類
【第１号被保険者】
　農業や自営業者、無職、学生の方、会社な
どに勤めていても厚生年金に加入していない
方。保険料は、国から送付された納付書によ
り金融機関などで納めていただきます。

【第２号被保険者】
　厚生年金に加入している会社員や、共済年
金に加入している公務員。加入の手続きや保
険料の納付は会社などで行いますので、自分
で行う必要はありません。
【第３号被保険者】
　第２号被保険者に扶養されている配偶者。
保険料は、配偶者の加入する厚生年金など
の制度全体が負担しますので個別に納める
必要はありませんが、配偶者の勤務先に届
出をしないと第３号被保険者として扱われ
ません。

引
も
あ
る
の
で
お
得
で
す
。

▼
問
合
せ
先
／
米
沢
年
金
事
務
所

☎
22
４
２
２
０

【
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す
】

　

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
郵
送
さ
れ
て

き
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全

額
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
方

は
、
年
内
に
保
険
料
を
納
付
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼▼
申
請
・
問
合
せ
先

申
請
・
問
合
せ
先
／／

　

町
町
民
課
住
民
年
金
係　

☎
52
１
３
４
５

　

町
町
民
課
住
民
年
金
係　

☎
52
１
３
４
５

　

《高齢受給者証》《高齢受給者証》
　　今月高齢受給者証をお送りする方は、昭和18年12今月高齢受給者証をお送りする方は、昭和18年12
月２日～昭和19年１月１日生まれの方です。月２日～昭和19年１月１日生まれの方です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認ください。国　今月下旬にお送りしますので、ご確認ください。国
保以外の方は、現在加入している健康保険より交付保以外の方は、現在加入している健康保険より交付
されます。されます。

《子育て支援医療証》《子育て支援医療証》

　今月子育て支援医療証をお送りする方は、誕生日が

12月２日から１月１日までの方です。

　今月中旬にお送りしますので、ご確認ください。

▶問合せ先／町町民課医療給付係  ☎（52）１３２７

（円）
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▶申込・問合せ先／町福祉課包括支援係　☎52４４９５

認知症予防のために「脳とからだのいきいき教室」「脳とからだのいきいき教室」  参加者募集参加者募集 !!!!
　講話や実技を通して脳と体の健康に効果のある運動のしかたや、楽しく無理なく続けられる方法を
学びます。仲間と一緒に参加して、脳と体にちょっぴり汗をかいてみませんか。

◆対　象／ 65歳以上で要介護認定を受けていな
　　　　　い方（原則として全５回参加可能な方）
◆募集人数／ 30人（先着順）
◆時　間／ 13時30分から15時
◆場　所／屋代地区公民館　研修室
◆講　師／県立米沢女子短期大学　加

かとう

藤守
もりまさ

匡 氏
　　　　　鹿俣体育研究所　　　　鹿

かのまた

俣由
ゆ み

美 氏
◆参加申込締切／ 12月10日㈫

期　日 内　容

１ 12月12日㈭ 運動で脳と体の元気度アップ（講話）

２ 12月26日㈭

脳と体を元気にする運動（実技）
３ １月16日㈭

４ ２月13日㈭

５ ３月６日㈭

元気に年を重ねるために、心とからだの元気づくりをしませんか？介護予防で健康寿命をのばしましょう！
▶問合せ先／町福祉課包括支援係　☎52４４９５

 
 

災
害
時
・
緊
急
時
の
安
全
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
た

の
登
録
作
成
を
始
め
ま
す
！

「
あ
ん
し
ん
支
援
カ
ー
ド
」

「
あ
ん
し
ん
支
援
カ
ー
ド
」

　

大
地
震
な
ど
に
被
災
し
た
場
合
、
地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」
が
必
要

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
町
で
は
、「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」※
登
録
を
推

進
し
、
登
録
に
基
づ
い
た
情
報
を
関
係
機
関
と
共
有
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の

見
守
り
や
声
が
け
、
災
害
時
の
避
難
支
援
の
た
め
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
災
害
時
や
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
と
き
に
、
適
切
な
対
応

を
周
り
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
活
用
さ
れ
る
「
あ
ん
し
ん
支
援

カ
ー
ド
」
の
作
成
を
始
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
支
援
カ
ー
ド
の
意
義

①
本
人
に
と
っ
て
の
安
心

 

「
何
か
あ
っ
た
と
き
に
、
味
方
に
な
っ

て
理
解
し
て
も
ら
え
る
、
手
助
け
し
て

も
ら
え
る
」
。
そ
れ
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
に
は
、
何
よ
り
安
心
で
す
。

②
家
族
・
支
援
者
に
と
っ
て
の
安
心

 

「
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
。

緊
急
連
絡
先
を
本
人
が
携
帯
し
て
い
る

こ
と
は
、
家
族
や
支
援
者
の
不
安
を
和

ら
げ
ま
す
。

③
情
報
と

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

　

緊
急
時
に
必
要
と
な
る
情
報
を
あ
ら

か
じ
め
備
え
持
つ
こ
と
が
で
き
、
更

に
、
緊
急
時
に
支
援
し
て
く
れ
る
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。

④
障
が
い
に
対
す
る
理
解
の
促
進

 

「
あ
ん
し
ん
支
援
カ
ー
ド
」
は
幅
広

く
知
れ
わ
た
る
こ
と
で
初
め
て
機
能
し

ま
す
。
カ
ー
ド
を
必
要
と
し
て
い
る
人

の
存
在
や
障
が
い
へ
の
理
解
を
広
め
る

た
め
に
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

作
成
す
る
支
援
カ
ー
ド
は
、
名
刺
サ

イ
ズ
（
折
り
畳
み
式
）
で
中
面
に
緊
急

連
絡
先
や
支
援
し
て
欲
し
い
内
容
等
を

記
載
で
き
る
仕
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
が
支
援
カ
ー
ド
を
持

ち
歩
く
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
や
緊
急

時
等
に
、
周
囲
の
人
に
助
け
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
手
帳
所
持
者
に
町
か
ら
文
書
を
送
付

　

し
ま
す
。

（
発
送
は
12
月
初
旬
ご
ろ
に
な
り
ま

す
。
難
病
の
方
の
情
報
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
送
付
で
き
ま
せ
ん
。
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
）

②
登
録
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
封
さ
れ

　

た
申
請
書
等
に
記
入
し
、
町
福
祉
課

　

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
窓
口
に
も
備
え
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
）

 

※「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」登
録
に
つ

　

い
て
は
従
前
ど
お
り
で
変
更
あ
り
ま

　

せ
ん
。

※
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
…
災
害
な
ど

　

が
起
こ
っ
た
と
き
、
自
力
で
避
難
す

　

る
こ
と
が
難
し
く
、
支
援
を
必
要
と 

　

す
る
方
々
を
台
帳
登
録
す
る
も
の
。

　

日
ご
ろ
か
ら
の
見
守
り
、
災
害
時
の

　

避
難
支
援
・
安
否
確
認
を
行
う
。

▼
登
録
の
申
込
・
問
合
せ
先
／

　

町
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

☎
52
４
４
７
３

◆
支
援
カ
ー
ド
を
登
録
で
き
る
方

　

（
対
象
者
）

　

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

①
身
体
障
害
者
手
帳

②
療
育
手
帳

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

④
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

（
難
病
医
療
費
の
助
成
）

の
い
ず
れ
か
を
所
持（
受
給
）さ
れ
て
い

る
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

ま
た
併
せ
て「
災
害
時
要
援
護
者
台

帳
」※
へ
の
登
録
も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 ▲原寸大

介
護
予
防

介
護
予
防
でで
健
康
寿
命

健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
！

を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
！

　

年
齢
と
と
も
に
現
れ
る
「
心
身
の
老
化
」
。
年
だ
か
ら
仕

　

年
齢
と
と
も
に
現
れ
る
「
心
身
の
老
化
」
。
年
だ
か
ら
仕

方
が
な
い
と
思
っ
て
放
っ
て
お
い
て
は
、
寝
た
き
り
や
認
知

方
が
な
い
と
思
っ
て
放
っ
て
お
い
て
は
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

症
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

元
気
な
う
ち
か
ら
心
と
か
ら
だ
の
お
手
入
れ
や
健
康
づ
く

　

元
気
な
う
ち
か
ら
心
と
か
ら
だ
の
お
手
入
れ
や
健
康
づ
く

り
【
介
護
予
防
】
を
行
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し

り
【
介
護
予
防
】
を
行
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

健
康
長
寿
の
た
め
に

健
康
長
寿
の
た
め
に

■
今
す
ぐ
で
き
る
介
護
予
防
【
運
動
編
①
】

■
今
す
ぐ
で
き
る
介
護
予
防
【
運
動
編
①
】

　

体
を
動
か
さ
な
い
と
筋
力
が
落
ち
、
足
腰
が
弱
く
な
り
、

や
が
て
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

特
に
、
転
倒
や
骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因
の
ひ
と
つ
で

す
。
足
腰
の
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
を
向
上
さ
せ
て
、
転
び

に
く
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

転
倒
予
防
に
効
果
的
！
プ
チ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

■
つ
ま
先
立
ち
や
、
か
か
と
の
上
げ
下
げ
を
し
ま
し
ょ
う
！

■
つ
ま
先
立
ち
や
、
か
か
と
の
上
げ
下
げ
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

歯
み
が
き
中
や
食
器
洗
い
中
な
ど
、
立
っ
て
い
る
時
が

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

■
足
指
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う
！

■
足
指
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

足
の
指
の
間
に
手
の
指
を
一
本
ず
つ
入
れ

て
、
足
首
を
回
し
ま
す
。
お
風
呂
で
や
る
と
効

果
的
で
す
。

■
足
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し
ょ
う
！

■
足
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

足
を
延
ば
し
て
床
に
す
わ
り
、
つ
ま
先
を
前

後
に
動
か
し
ま
す
。

■
片
足
上
げ
て
筋
力
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！

■
片
足
上
げ
て
筋
力
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！

椅
子
に
腰
か
け
て
、
椅
子
と
水
平
の
高
さ
ま

で
」
片
足
ず
つ
持
ち
上
げ
、
５
〜
１
０
秒
静
止

し
ま
す
。

町
の
介
護
予
防
事
業
の
紹
介

町
の
介
護
予
防
事
業
の
紹
介

　

町
で
は
、
足
腰
の
機
能
の
低
下
を
感
じ
て
い
る
方
を
対
象

　

町
で
は
、
足
腰
の
機
能
の
低
下
を
感
じ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
筋
力
向
上
を
目
的
と
し
た
「
足
腰
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
教

に
、
筋
力
向
上
を
目
的
と
し
た
「
足
腰
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
筋
力
向
上
リ
ハ
ビ
リ
コ
ー
ス

◆
筋
力
向
上
リ
ハ
ビ
リ
コ
ー
ス

　

（
会
場
／
公
立
高
畠
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

　

数
種
類
の
運
動
機
器
を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
参
加
者
同
士
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
楽
し
く
筋
力
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

《
参
加
者
の
感
想
》

・
ひ
ざ
の
痛
み
が
少
な
く
な
り
、

体
も
軽
く
な
っ
た
。
気
持
ち
も

元
気
に
な
り
ま
し
た
。

・
筋
力
が
つ
き
ま
し
た
。
長
く
歩

い
て
も
疲
れ
な
く
な
っ
た
の

で
、
旅
行
に
行
く
の
が
楽
し
み

で
す
。

《
参
加
者
の
感
想
》

・
み
ん
な
で
で
き
る
簡
単
な
運
動
な
の
で
楽
し
い

で
す
。
温
泉
に
も
入
れ
る
の
で
、
夜
は
ぐ
っ
す

り
眠
れ
ま
す
。

・
タ
オ
ル
を
使
っ
た
体
操
は
、
家
で
も
続
け
た
い

で
す
。

◆
ゆ
っ
た
り
体
操
コ
ー
ス

　

（
会
場
／
天
然
温
泉
竹
と
ん
ぼ"

彩
時
季
〞
）

　

い
す
や
タ
オ
ル
を
使
い
、
ゆ
っ
た
り
し
た
ペ
ー

ス
で
体
操
を
行
い
ま
す
。
仲
間
と
の
交
流
や
温
泉

入
浴
も
で
き
ま
す
。

お
申
し
込
み
に

お
申
し
込
み
に

　　

  

あ
た
っ
て
の

あ
た
っ
て
の

おお  

願願  

いい
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認知症を知り安心して暮らせる町に！（第５回）認知症を知り安心して暮らせる町に！（第５回）

～認知症サポーター養成講座の様子～
（認知症サポーター養成講座は認知症についての

正しい知識を学んでいただく講座です。

「認知症サポーター」は認知症を正しく理解し、認

知症の人や家族を温かい目で見守る応援者です。）

▲二井宿小学校５・６年生のみなさん ▲高畠町内の郵便局職員のみなさん

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）耳にしたことありますか？ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）耳にしたことありますか？
　夫婦や恋愛関係など親密な関係にある男女間で行われる暴力行為を「DV（ドメスティック・バイ
オレンス）」といいます。
　「暴力」といってもなぐる、けるといった身体的な暴力のほかに、精神的、性的、経済的な暴力が
あります。また、DVは子どもの虐待でもあります。
　どんな理由があっても暴力は許されません。誰にでも安心して暮らすことができる権利がありま
す。ひとりで悩まないで相談してください。相談にあたってはプライバシーに配慮し、秘密は厳守し
ます。お気軽にご相談ください。

名　称 実施機関 電話番号 受付時間

配偶者暴力相談

山形県配偶者暴力相談支
援センター

023-627-1196 月～金
( 祝日、年末年始を除く )

8：30～17：15
山形県福祉相談センター
( 婦人相談所 )
置賜総合支庁福祉課 0238-26-6027 8：30～17：15

子 ど も 女 性
電 話 相 談 山形県福祉相談センター 023-642-2340 毎日

( 年末年始を除く ) 8：30～22：00

女 性 の 人 権
ホ ッ ト ラ イ ン

山形地方法務局人権擁護
課 0570-070-810 月～金

( 祝日、年末年始を除く ) 8：30～17：15

女性の悩み等相談 山形県男女共同参画セン
ター「チェリア」 023-629-8007

火～金
土・日・祝日
(第３日曜日、年末年始を除く)

9：00～17：00
13：00～17：00

警 察 安 全 相 談 山形県警察本部 ♯ 9110 または
023-642-9110 毎日 24時間

法テラス犯罪被害
者支援ダイヤル 日本司法支援センター 0570-079714 月～金

土 ( 祝日、年末年始を除く )
9：00～21：00
9：00～17：00

D V 被 害
者 電 話 相 談

特定非営利活動法人
サポート唯

023-646-0085
090-2366-8467 金 ( 祝日、年末年始を除く ) 11：00～15：00

D V 相 談 ナ ビ 内閣府男女共同参画局 0570-0-55210 毎日 24時間
D V 相 談 高畠町福祉課 52-2864 月～金 8：30～17：15

　日本赤十字社では、この度の台風災害により被
災された方々のために、各義援金の受付を行って
おりますのでご協力をお願いいたします。
　また、直接被災地に義援金を送金する場合は、
お問い合わせください。
▶受付・問合せ先／町福祉課地域福祉係
　　　　　　　　　　　　　　　　☎52３５６４

義援金を受け付けています義援金を受け付けています ▶義援金名称／
①鹿児島県奄美南部台風24号災害義援金
②千葉県茂原市台風26号災害義援金
③伊豆大島等台風26号災害東京都義援金

▶受付期間／
①平成25年12月17日㈫まで
②平成25年12月27日㈮まで
③平成26年１月31日㈮まで

　

親
に
な
っ
て
か
ら
ス
キ
ー
を
お
子

さ
ん
に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
が
、
「
教
え
ら
れ
る
ほ
ど
で

も
な
い
し
…
」
と
悩
ん
で
い
る
方
。

大
人
に
な
っ
て
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

「
ど
う
や
っ
て
始
め
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
？
」
と
い
う
方
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
そ
の

不
安
を
払
拭
し
ま
し
ょ
う
！
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
♪
な
お
、
交
流
会
も

準
備
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
／
１
月
11
日
㈯
７
時
30
分
〜

●
集
合
場
所
／
高
畠
町
役
場
前
（
バ

ス
で
移
動
）
直
接
行
か
れ
る
方

は
、
開
講
式
ま
で
現
地
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

●
会
場
／
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場

●
募
集
対
象
／
20
〜
30
代
の
方

●
募
集
人
数
／

　

ス
キ
ー
初
・
中
級　

８
人

　

ス
ノ
ボ
初
級
者　
　

８
人

　

ス
ノ
ボ
中
級
者　
　

８
人

●
参
加
費
／
５
、
０
０
０
円

　

（
リ
フ
ト
券
・
昼
食
・
保
険
代
等
）

●
申
込
締
切
／
12
月
25
日
㈫

●
持
ち
物
／
持
っ
て
い
る
方
は
ス

キ
ー
ま
た
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
一
式

（
ス
キ
ー
場
で
の
レ
ン
タ
ル
も
ご

ざ
い
ま
す
※
有
料
）

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項

（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
）
を
ご
記
入
の

上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催
／
高
畠
町
青
年
人
材
育
成
事

業
委
員
会

●
申
込
・
問
合
せ
先
／
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係　
　

☎
52
４
４
８
７

 

FAX 

52
５
０
４
３

E
-m
ail tm

p.w
inter.sports@

gm
ail.com

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
社
会
教
育
課
窓
口
で
も
入
手

で
き
ま
す
。

た
か
は
た
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
人
の
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

大
人
の
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

で
き
ま
す
。

◆期　日／①平成26年１月28日㈫◆期　日／①平成26年１月28日㈫
　　　　　②平成25年２月20日㈭　　　　　②平成25年２月20日㈭
　　　　　いずれか１回のみ参加可能です。　　　　　いずれか１回のみ参加可能です。
◆場　所／かみのやま温泉　日本の宿「古窯」◆場　所／かみのやま温泉　日本の宿「古窯」
◆参加費／ 1,000円◆参加費／ 1,000円
◆募　集／各回とも20人程度◆募　集／各回とも20人程度

日帰り家族介護者交流会のご案内日帰り家族介護者交流会のご案内日帰り家族介護者交流会のご案内日帰り家族介護者交流会のご案内日帰り家族介護者交流会のご案内

～同じ立場の介護者と話をしたり、リフレッシュの機会として参加してみませんか？～～同じ立場の介護者と話をしたり、リフレッシュの機会として参加してみませんか？～

※在宅で要介護１以上の方を介護をしている方
　が対象
※３か月以上の長期入院、施設入所をされてい
　る場合は参加できません。
※今年度すでに宿泊交流会に参加された方は申
　込できません。
▶申込・問合せ先／
　高畠町老人福祉センター　☎（52）４４８６
　地域包括支援センター（町福祉課内）
　　　　　　　　　　　　　☎（52）４４９５
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